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『
白
虎
通
義
』

諌
誇
篇
に
就
い
て

ー
ー
漢
代
に
於
け
る
「
諌
誇
」
の
一
側
面
|
|

目リ

l
 

l
 

官
E
E
，，，，

正

名

は
じ
め
に

中
国
古
代
に
於
け
る
「
諌
誇
」
の
思
想
に
就
い
て
は
、
既
に
幾
つ
か
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
先
秦
時
代

に
於
け
る
儒
家
の
「
諌
誇
」
は
、
父
子
聞
の
「
諌
誇
」
と
君
臣
間
の
「
諌
誇
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
分
類
を
前
提
と
し
て
、
『
論

語
」
や
『
孟
子
」
の
時
代
か
ら
『
萄
子
」
や
「
孝
経
』
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
開
に
、
父
子
聞
の
「
諌
誇
」
の
あ
り
方
は
、
穏
や
か
に

非
を
悟
す
「
徴
諌
」
か
ら
厳
し
く
正
す
「
強
諌
」
へ
と
変
化
し
、
逆
に
、
君
臣
間
の
「
諌
誇
」
は
、
「
強
諌
」
か
ら
「
徴
諌
」
へ
変
化

し
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
描
き
方
は

一見、

理
路
整
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
を
一
覧
す
る
と
そ
こ
に
は
幾
ら
か
の
共
通
の
問
題
点

も
存
在
す
る
。
列
記
す
る
な
ら
ば
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一
、
主
と
し
て
先
秦
時
代
の
「
諌
誇
」
を
問
題
と
し
て
お
り
、
漢
代
以
降
に
就
い
て
の
考
察
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

(
2
)
 

二
、
近
年
、
諸
書
の
成
立
時
期
に
再
考
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
『
論
語
』
や
「
孟
子
』
の
時
代
と
、
『
萄
子
』
や
『
孝
経
』
の
時
代
と

い
っ
た
時
期
の
分
け
方
自
体
が
成
り
立
た
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

三
、
墨
家
や
法
家
等
、
儒
家
以
外
の
「
諌
誇
」
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

進
め
る
。
又
、

の
三
点
と
な
ろ
う
。
本
論
で
は
、
こ
の
内
の
第
一
の
問
題
点
に
焦
点
を
絞
り
、
漢
代
(
後
漢
)
に
於
け
る
「
諌
誇
」
に
就
い
て
考
察
を

(3) 

そ
の
研
究
対
象
と
し
て
、
「
諌
諦
」
に
就
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
議
論
の
見
え
る
『
白
虎
通
義
』
を
取
り
上
げ
た
い
。

一
、
「
諌
静
」
の
細
分
化

『
白
虎
通
義
』
は
、
先
秦
に
於
け
る
儒
家
の
文
献
と
比
較
し
て
「
諌
誇
」
を
細
分
化
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

『
論
語
』
で
は
、

君
臣
聞
に
於
け
る
「
諌
諦
」
の
記
述
と
し
て
憲
問
に

お
か

子
路
君
に
事
う
る
こ
と
を
問
う
。
子
日
く
、
欺
く
こ
と
勿
き
な
り
。
而
も
之
れ
を
犯
す
。

(4) 

と
あ
る
。

一
方
、
父
母
に
関
す
る
「
諌
誇
」
の
記
述
と
し
て
里
仁
の

徴

子
日
く
、
父
母
に
事
え
て
は
幾
諌
す
。
志
の
従
わ
ざ
る
を
見
て
は
、

又
た
敬
し
て
違
わ
ず
、
勢
し
て
怨
ま
ず
。

(
5
)
 

が
あ
る
。



『
孟
子
』
に
於
け
る
君
臣
聞
の
「
諌
誇
」
に
就
い
て
は
、
高
章
章
句
下
に

〔
賓
の
宣
〕
王
日
く
、
請
問
う
、
貴
戚
の
卿
を
。
日
く
、
君
に
大
過
有
れ
ば
、
則
ち
諌
む
。
之
れ
を
反
覆
し
て
而
し
て
聴
か
ざ
れ

ば
、
則
ち
位
を
易
う
。
(
中
略
)
然
る
後
、
請
問
、
っ
、
異
姓
の
卿
を
。
日
く
、
君
に
過
ち
あ
れ
ば
、
則
ち
諌
む
。
之
れ
を
反
覆
し

て
而
し
て
聴
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
去
る
。

『白虎通義J諌詩篇に就いて

と
あ
る
。

一
方
、
父
子
聞
に
於
け
る
「
諌
諦
」
に
就
い
て
は
、
告
子
章
句
下
に

い

よ

う

と

親
の
過
ち
大
な
る
に
し
て
而
し
て
怨
み
ざ
る
は
、
日
疋
れ
食
々
疏
ん
ず
る
な
り
。
親
の
過
ち
の
小
な
る
に
し
て
而
し
て
怨
む
は
、
日
疋

き

い

よ

う

と

れ
磯
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
散
々
疏
ん
ず
る
は
、
不
孝
な
り
、
磯
す
可
か
ら
ず
も
、
亦
た
不
孝
な
り
。

(
6
)
 

と
あ
る
。
又
、
『
孟
子
』
で
は
、
君
臣
聞
に
関
す
る
「
諌
誇
」
と
父
子
聞
に
関
す
る
「
諌
誇
」
と
の
他
に
、
友
人
間
の
「
諌
誇
」
に
関

す
る
言
及
が
離
婁
章
句
下
に

善
を
責
む
る
は

朋
友
の
道
な
り
。

(7) 

〉
}
支
の
ア
Q

。

『
菊
子
』
と
『
孝
経
』
と
に
関
し
て
は
、
『
荷
子
』
子
道
篇
と
『
孝
経
』
諌
誇
章
と
に
、
君
臣
間
・
父
子
間
・
士
に
於
け
る
争
友

(
友
人
間
)

の
言
及
が
あ
る
。

ほ
ぽ
同
文
の
た
め
『
孝
経
』
諌
誇
章
を
引
く
。
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む
か
し

昔
者
、

天
子
に
争
臣
七
人
有
れ
ば
、
無
道
と
雄
も
其
の
天
下
を
失
わ
ず
。
諸
侯
に
争
臣
五
人
有
れ
ば
、
無
道
と
雄
も
其
の
園
を
失

わ
ず
。
大
夫
に
争
臣
三
人
有
れ
ば
、
無
道
と
雄
も
其
の
家
を
失
わ
ず
。
士
に
宇
友
有
れ
ば
、
則
ち
身
令
名
を
離
れ
ず
。
父
に
争
子

有
れ
ば
、
則
ち
身
不
義
に
陥
ら
ず
。
故
に
不
義
に
嘗
り
て
は
、
則
ち
子
は
以
て
父
に
争
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
臣
は
以
て
君
に
争
わ

ざ
る
可
か
ら
ず
。

以
上
が
、
先
秦
儒
家
の
文
献
に
見
え
る
「
諌
静
」
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
白
虎
通
義
』
は
、
君
臣
聞
の
「
諌
誇
」
に
就
い
て
士
不
得
諌
に
、

士
諌
む
る
こ
と
を
得
ず
と
は
、

あ
づ
か

士
賎
に
し
て
、
政
事
を
謙
る
こ
と
を
得
ず
。
故
に
諌
め
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
謀
之
れ
に
及
べ

ば
、
因
り
て
其
の
忠
を
査
さ
ん
こ
と
を
得
る
の
み
。
櫨
保
博
に
日
く
、
大
夫
は
進
み
て
諌
め
、

士
は
民
の
語
を
繍
降
、
っ
と
。

と
あ
る
。
「
士
」
は
「
賎
」
で
あ
る
た
め
、
諌
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
大
夫
」
に
就
い
て
は
『
大
戴

礼
』
保
俸
の
語
を
引
い
て
、
「
進
み
て
諌
め
」
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。
『
孟
子
』
で
は
、
貫
戚
と
異
姓
の
卿
と
で
「
諌
諦
」
後

の
行
動
が
区
別
さ
れ
て
い
た
。
或
い
は
そ
れ
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
君
臣
聞
の
関
係
の
中
で

も
、
大
夫
と
士
と
い
う
身
分
の
上
下
に
よ
っ
て
「
諌
誇
」
の
有
無
が
区
分
さ
れ
て
い
る
。
又
、
妻
諌
夫
で
は
、

妻
夫
を
諌
む
る
こ
と
を
得
る
と
は
、
夫
婦
は
一
瞳
、
栄
恥
之
れ
を
共
に
す
。

と
述
べ
る
「
夫
婦
」
は
「
一
睡
」
で
「
栄
辱
」
を
「
共
に
す
る
」
存
在
で
あ
る
か
ら
「
諌
誇
」
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
。
夫
妻
間



の
「
諌
静
』
が
付
け
加
え
ら
れ
た
理
由
を
、
当
時
の
時
代
状
況
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
前
漢
期
の
外
戚
の
横
行
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

『
論
語
』
・
『
孟
子
』
・
『
有
子
』
・
『
孝
経
』
で
は
、
君
臣
問
、
父
子
問
、
友
人
聞
の
「
諌
誇
」
へ
の
言
及
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
夫
妻

聞
の
「
諌
誇
」
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
君
臣
聞
に
於
け
る
「
諌
静
」
の
細
分
化
と
、
夫
妻
聞
の
「
諌
静
」
の
追
加
は
、
先
秦
に

於
け
る
儒
家
の
文
献
と
比
較
し
た
際
に
、
端
的
に
指
摘
で
き
る
『
白
虎
通
義
』
の
「
諌
誇
」
の
特
徴
で
あ
る
。

ニ
、
「
諌
諦
」
の
定
義
と
五
行
思
想
と

『白虎通義』諌静篇に就いて

『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
は
、
「
諌
静
」
、
或
い
は
、
「
諌
」
、
「
誇
(
争
)
」
に
就
い
て
の
明
快
な
説
明
を
し
て
い
る
文
章
は
見
え
な
い
。

又
、
『
孝
経
』
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
『
萄
子
』
の
み
が
臣
道
篇
に
於
い
て
、

お
と

君
に
過
謀
過
事
、
特
に
園
家
を
危
う
く
し
杜
稜
を
積
さ
ん
と
す
る
の
憧
れ
有
る
や
、
大
臣
・
父
兄
、
能
く
君
に
進
言
し
て
、
用
い

ら
る
れ
ば
則
ち
可
と
し
、
用
い
ら
れ
ざ
れ
ぽ
則
ち
去
る
有
り
。
之
れ
を
諌
と
謂
う
。
能
《
君
に
進
言
し
芝
、
用
い
ら
る
れ
ば
則
ち

可
と
し
、
用
い
ら
れ
ざ
れ
ば
則
ち
死
す
。
之
れ
を
争
と
謂
う
。

と
、
進
言
し
て
「
用
い
ら
れ
ざ
れ
ば
則
ち
去
る
」
の
を
「
諌
」
と
し
、
進
言
し
て
「
用
い
ら
れ
ざ
れ
ば
則
ち
死
す
」
の
を
「
争
」
と
し

て
、
「
諌
」
と
「
静
(
争
こ
と
を
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
「
白
虎
通
義
』
諌
静
篇
に
は
独
特
の
「
諌
誇
」
の
定
義
が
見
え
る
。
五
諌
に
、

67 

へ
だ

諌
と
は
何
ぞ
。
諌
と
は
、
聞
な
り
、
更
な
り
。
是
非
相
い
聞
て
、
其
の
行
い
を
革
更
す
る
な
り
。
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と
あ
る
。
即
ち
、
是
非
を
「
相
い
間
て
」
、
行
な
い
を
「
革
更
」
す
る
こ
と
で
あ
る
、

(
8
)
 

と
定
義
し
て
い
る
。
更
に
子
諌
父
に

臣
の
君
を
諌
む
る
は
何
に
法
る
ぞ
。
金
の
木
を
正
す
に
法
る
な
り
。
子
の
父
を
諌
む
る
は
、
火
の
以
て
木
を
採
め
る
に
法
る
な
り
。

臣
君
を
諌
む
る
に
義
を
以
て
す
。
故
に
之
れ
を
折
正
す
。
子
父
を
諌
む
る
に
恩
を
以
て
す
。
故
に
但
だ
之
れ
を
操
め
る
な
り
。
木

接
傷
す
る
無
し
。
放
た
る
る
を
待
ち
て
去
る
は
、
法
を
水
火
に
取
る
。
金
無
け
れ
ば
則
ち
相
い
離
る
な
り
。

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
臣
か
ら
君
へ
の
諌
諦
」
や
「
子
か
ら
父
へ
の
諌
誇
」
を
五
行
思
想
に
な
ぞ
ら
え
て
、
「
金
が
木
を
正
す
」
、

「
火
が
木
を
操
め
る
」
と
説
明
し
、
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
と
い
っ
た
各
要
素
を
あ
て
は
め
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
既
に
、
小
倉

芳
彦
氏
の
前
掲
論
文
の
注
六
十
四
が
、
森
熊
男
氏
(
前
掲
・
注
1
)

の
説
を
紹
介
し
た
後
「
君
へ
の
諌
と
j

父
へ
の
諌
を
別
な
原
理
に
よ

る
も
の
と
し
て
両
者
を
並
立
さ
せ
る
考
え
方
も
あ
る
」
と
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
又
、
こ
れ
は
陳
立
に
よ
り
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

小
倉
氏
は
、
注
六
十
三
(
六
十
五
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
)
に
於
い
て
、
『
白
虎
通
義
』
諌
誇
篇
の
五
諌
で
、
五
常
と
「
諌
誇
」
が
そ
れ

ぞ
れ
、
「
調
諌
」
が
「
智
」
、
「
順
諌
」
が
「
仁
」
、
「
闘
諌
」
が
「
礼
」
、
「
指
諌
」
が
「
信
」
、
「
陥
諌
」
が
「
義
」
、
に
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
「
白
虎
通
義
』
に
は
、

五
行
篇
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
体
に
五
行
思
想
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
諌
誇

篇
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
小
倉
芳
彦
氏
の
紹
介
す
る
、
五
常
と
「
諌
誇
」
と
の
対
応
関
係
の
他
、
例
え
ば
、
総
論
に
は
、
「
夫

陽
幾
於
七
、
以
三
成
。
故
建
三
公
、
序
回
静
、
列
七
人
。
雄
無
道
不
失
天
下
、
杖
牽
賢
也
。
」
と
あ
る
。
こ
の
様
に
、
「
諌
誇
」
と
五
行

思
想
と
結
び
つ
け
た
例
は
、
『
論
一
諸
』
・
『
孟
子
』
・
『
萄
子
』
・
『
孝
経
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
「
諌
誇
」
に
就
い
て
、
先
秦
の
文
献
と
比
較
す

る
と
、
『
白
虎
通
義
」
に
於
け
る
五
行
思
想
の
影
響
を
よ
り
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
。



一
、
「
白
虎
通
義
』
諌
静
篇
の
引
用
文
の
選
択

諌
誇
篇
を
含
め
『
白
虎
通
義
』
で
は
、
「

O
O日
」
と
し
て
先
行
す
る
文
献
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
『
論

(9) 

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

語
』
・
『
孟
子
』
・
『
萄
子
』
・
『
孝
経
』
に
は
、

又
、
『
白
虎
通
義
』
は
、

(
日
)

地
の
文
で
多
く
の
先
行
文
献
の
文
章
を
踏
ま
え
て
い
る
。

明
確
な
引
用
と
い
う
形
態
で
は
な
い
も
の
の
、

『白虎通義』諌詩篇に就いて

そ
れ
は
、
『
白
虎
通
義
』
が
白
虎
観
会
議
を
経
て
い
る
と
い
う
性
質
上
、
従
来
の
説
を
集
め
、
総
合
的
に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
た

(
日
)

そ
の
性
質
上
、
「
白
虎
通
義
』
は
、
儒
家
以
外
の
文
献
を
引
い
て
は
い
な
い
。

め
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

一方、

『
論
語
』
で
は
、
「
諌
誇
」

に
関
す
る
説
話
の
一
つ
と
し
て
、
直
前
説
話
が
例
に
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

明
ら
か
に
法
家
流
の
考
え
を
意
識
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

又
、
『
孟
子
』
は
、
膝
文
公
章
句
下
の
語
、

楊
墨
の
道
息
ま
ず
ん
ば
、
孔
子
の
道
著
れ
ず
。

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
他
学
派
に
対
す
る
対
抗
意
識
は
、
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
「
萄
子
」
で
は
、
他
学
派
に
対
す
る
対
抗

意
識
は
、
表
面
上
は
薄
れ
る
が
、
非
十
二
子
篇
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
同
じ
儒
家
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
批
判
の
対
象
と
し
て
お
り
、

根
底
に
は
他
者
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
残
っ
て
い
る
。
『
孝
経
』
で
は
、
他
学
派
の
影
は
薄
れ
る
。
「
白
虎
通
義
』
が
、
従
来
の
説
を
総

合
的
に
解
釈
し
て
い
る
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
儒
家
の
中
で
完
結
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
先
行
す
る
文
献
、
特
に
『
論
語
』
、
『
孟

子
』
と
比
較
す
る
際
に
端
的
に
見
出
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
従
来
の
説
を
総
合
的
に
解
釈
し
よ
う
と
し
、
類
書
と
し
て
も
使
用
可
能
な

69 

ほ
ど
多
く
の
事
例
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
知
り
う
る
限
り
の
情
報
を
集
め
よ
う
と
す
る
、
訓
話
学
の
典
型
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
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ろ
う
。
又
、
『
白
虎
通
義
』
が
あ
く
ま
で
儒
家
の
中
で
完
結
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
前
漢
以
来
の
、
儒
家
一
尊
の
状
況
を
如
実
に
反

映
し
て
い
る
と
思
慮
さ
れ
る
。

し
か
し
、

一
方
で
次
の
よ
う
な
こ
と
も
窺
え
る
。
儒
家
と
い
う
限
定
さ
れ
た
枠
組
み
の
中
で
、

『
白
虎
通
義
』
は
確
か
に
大
量
の
文

献
を
引
用
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
諌
静
」
に
関
す
る
全
て
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
『
孟
子
」
の
君

臣
開
の
「
諌
誇
」
の
文
章
の
筆
頭
と
な
る
蔦
章
章
句
下
の
一
文
、
「
再
三
諌
め
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
貴
戚
の
卿
な
ら
ば
、

君
を
易
え
る
。
異
姓
の
卿
な
ら
ば
、
国
を
去
る
。
」
は
、
諌
誇
篇
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
『
白
虎
通
義
』
の
ど
こ
に
も
引
用
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
こ
れ
は
易
姓
革
命
に
も
係
わ
る
文
章
で
あ
り
、
統
一
国
家
の
も
と
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

L 

又
、
『
論
語
』
徴
子
に
於
い
て

徴
子
は
之
れ
を
去
り
、
箕
子
は
之
れ
が
奴
と
為
り
、
比
干
は
諌
め
て
而
し
て
死
す
。
孔
子
臼
く
、
殿
に
三
仁
有
り
と
。

虎
通
義
』

と
、
徴
子
、
箕
子
、
比
干
の
材
王
を
諌
め
た
三
人
を
、
孔
子
自
ら
が
「
三
仁
」
と
最
高
の
誉
め
言
葉
を
贈
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
白

(ロ)

の
中
で
は
、
肯
定
的
な
評
価
は
お
ろ
か
、
「
諌
誇
」
に
ま
つ
わ
る
話
の
中
で
は
登
場
す
ら
し
て
い
な
い
。

『
白
虎
通
義
』
は
、
儒
家
に
属
す
る
幾
多
の
文
献
か
ら
一
見
網
羅
的
に
事
例
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例

の
よ
う
に

い
く
つ
か
の
事
例
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
易
姓
革
命
に
係
わ
る
部
分
や
、
自
分
の

L

身
分
や
生
命
を
代
償
に
諌
め
る
部
分
な

ど

い
ず
れ
も
「
諌
諦
」
と
し
て
は
強
烈
で
過
激
な
事
例
が
除
外
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
『
白
虎
通
義
』
の
選
別
の
意
図
を
認
め
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。



お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
の
検
討
の
結
果
を
、
整
理
す
る
と
、
以
下
の
三
点
と
な
ろ
う
。

の
「
諌
誇
」
が
加
え
ら
れ
た
。

一
、
『
白
虎
通
義
』
は
、
先
秦
の
文
献
に
較
べ
て
、
「
諌
誇
」
を
細
分
化
し
て
い
る
。
又
、
先
秦
に
は
知
見
さ
れ
な
か
っ
た
妻
か
ら
夫
へ

『臼虎通義J諌誇篇に就いて

二
、
「
諌
誇
」
の
定
義
は
『
有
子
』
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
白
虎
通
義
』
で
は
『
萄
子
』
と
は
異
な
り
五
行
思
想
を
取
り
入
れ
な

が
ら
「
諌
誇
」
を
定
義
し
て
い
る
。
又
、

五
行
思
想
と
「
諌
誇
」
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
も
『
白
虎
通
義
』
だ
け
で
あ
る
。

一
二
、
『
白
虎
通
義
』
は
引
用
を
大
量
に
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
儒
家
の
中
だ
け
で
完
結
し
て
お
り
、
他
学
派
へ
の
言
及

は
な
い
。
又
、
儒
家
の
中
で
も
除
外
さ
れ
で
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
三
点
が
、
本
論
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
『
白
虎
通
義
』
諌
誇
篇
に
於
け
る
「
諌
誇
」
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
「
白
虎

通
義
』
は
、
白
虎
観
会
議
を
経
た
と
い
う
、
そ
の
成
立
上
の
事
情
に
よ
り
、
「
従
来
の
説
を
集
め
た
百
科
事
典
」
の
如
き
見
方
が
な
さ

{
日
)

れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
説
の
集
積
に
加
え
、
追
加
や
細
分
化
、
或
い
は
五
行
思
想
の
流
入
、
統
一
国
家
に
と
っ
て
危
険

百
科
事
典
の
知
く
事
例
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
、

で
過
激
な
思
想
の
除
外
な
ど
、
選
別
の
意
図
の
存
在
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
白
虎
通
義
』
が
特
別
な
選
別
意
識
を
持
た
ず
に

が
働
い
た
背
景
に
、
後
漢
時
代
の
「
国
家
」
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
い
う
従
来
の
認
識
は
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
選
別
の
意
図
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註
(
1
)

林
秀
一
「
儒
家
の
諌
争
論
に
つ
い
て
|
|
特
に
子
が
父
を
諌
争
す
る
場
合
を
中
心
に
|
|
」
(
『
東
京
支
那
学
報
』
十
二

学
会
一
九
六
六
年
(
初
出
)
)
。

花
一
一
房
卓
爾
「
中
国
に
お
け
る
諌
争
お
よ
び
諌
争
論
の
展
開
(
一
)
・
合
己
・
(
三
)
」
(
『
哲
学
』
二
五
・
二
六
・
二
七
広
島
哲
学
会

一
九
七
一
一
了
一
九
七
四
・
一
九
七
五
年
)
。

森
熊
男
「
儒
家
の
諌
争
論
ー
ー
そ
の
変
化
の
背
景
i
|
」
(
『
研
究
集
録
』
四
O

岡
山
大
学
教
育
学
部
一
九
七
四
年
)
。

小
倉
芳
彦
「
直
諌
の
構
造
」
(
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二
七
学
習
院
大
学
文
学
部
一
九
八
一
年
)
。

尚
、
「
諌
誇
」
に
は
、
「
諌
誇
」
と
は
別
に
「
諌
争
」
の
語
も
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
『
白
虎
通
義
』
の
篇
名
が
「
諌
誇
篇
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
静
」
の
字
を
使
用
し
、
原
文
に
「
諌
争
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
「
諌
誇
」
で
統
一
す
る
。

(
2
)

先
行
研
究
(
主
と
し
て
森
熊
男
氏
)
で
は
、
『
論
語
』
・
「
孟
子
?
『
萄
子
』
・
「
孝
経
』
の
順
番
で
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し

て
論
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、
近
年
、
儒
家
系
の
出
土
資
料
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
新
出
土
資
料
の
研
究
成
果
に
よ

っ
て
、
既
存
の
文
献
の
成
立
時
期
が
修
整
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
『
孝
経
』
な
ど
は
、
従
来
の
説
を
大
別
し
て
も
、
先
秦
成
立

説
と
漢
代
(
前
漢
)
成
立
説
の
二
説
が
あ
り
、
成
立
時
期
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

(
3
)

『
白
虎
通
義
』
は
、
最
も
穏
当
な
解
釈
に
従
う
な
ら
ば
、
白
虎
観
会
議
の
議
論
を
集
約
し
た
『
白
虎
議
奏
』
を
も
と
に
、
班
固
が
結

論
部
分
を
ま
と
め
た
要
略
書
で
あ
る
。
池
田
秀
三
氏
は
、
「
『
白
虎
通
義
』
と
後
漢
の
学
術
」
(
『
中
国
古
代
札
制
研
究
』
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
一
九
九
五
年
)
に
於
い
て
、
「
た
だ
ち
に
「
国
憲
」
と
称
す
る
こ
と
は
正
確
で
な
い
と
し
て
も
、
事
実
上
は
そ
れ
に

準
ず
る
」
と
、
『
白
虎
通
議
』
が
国
憲
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

尚
、
本
論
で
は
、
陳
立
疏
証
、
光
緒
元
年
推
南
室
田
局
刊
本
『
白
虎
通
疏
証
』
(
広
文
書
局
一
九
八
七
年
影
印
本
)
を
底
本
と
し
、

庫
文
開
校
訂
『
抱
経
堂
叢
書
』
本
(
『
叢
書
集
成
新
編
』
所
収
新
文
聾
出
版
一
九
八
四
年
影
印
本
)
を
あ
わ
せ
見
た
。

(
4
)

こ
の
条
の
解
釈
に
は
諸
説
あ
り
、
大
別
し
て
二
種
類
の
解
釈
が
あ
る
。
一
つ
は
、
古
注
、
孔
安
国
の
解
釈
、
「
事
君
之
道
、
義
不
可

欺
、
嘗
能
犯
顔
諌
争
乙
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
新
注
、
代
表
と
し
て
朱
棄
の
注
に
引
く
沼
祖
爵
の
注
、
「
犯
、
非
子
路
之
難
所
也
。
而

以
不
欺
、
潟
難
。
故
夫
子
教
以
先
勿
欺
、
而
後
犯
也
乙
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
注
は
、
こ
の
条
を
「
諌
誇
」
に
関
し
て
述
べ
た
も
の

と
し
、
対
し
て
新
注
は
、
二
つ
の
教
訓
を
述
べ
た
も
の
と
す
る
。
森
熊
男
氏
(
前
掲
・
注
1
)
は
、
『
論
語
』
子
張
「
信
而
後
諌
。
未

東
京
支
那
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信
、
則
以
矯
誘
己
也
。
」
の
「
信
而
後
」
が
「
勿
欺
」
に
対
応
す
る
と
し
て
志
注
を
と
る
。
本
論
も
古
注
に
従
う
。

(
5
)

「
幾
」
と
は
、
包
威
や
刑
罰
は
、
「
幾
」
を
「
徴
」
で
解
す
。
こ
れ
が
、
先
行
研
究
に
於
い
て
『
論
語
』
の
父
子
関
の
「
諌
誇
」
が
、

「
徴
諌
」
で
あ
り
、
弱
い
「
諌
誇
」
で
あ
る
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。

(
6
)

こ
の
「
磯
」
の
解
釈
に
は
諸
説
あ
り
、
小
林
勝
人
氏
『
孟
子
』
(
岩
波
文
庫
岩
波
書
庄
一
九
七
二
年
)
や
、
森
熊
男
氏
(
前

掲
・
注
1
)
は
、
「
磯
」
を
「
い
さ
む
」
と
訓
じ
る
。

一
方
、
焦
循
は
、
「
幾
諌
」
と
し
、
宇
野
精
一
氏
『
孟
子
』
(
全
釈
漢
文
大
系
二
集
英
社
一
九
七
三
年
)
は
、
焦
循
の
説
を
支
持

し
て
い
る
。
本
論
も
又
、
焦
循
に
従
い
「
磯
」
を
「
幾
」
と
置
き
換
え
、
「
幾
諌
」
の
意
で
解
す
。
〆

(
7
)

友
人
間
の
「
諌
誇
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
『
論
一
語
』
に
は
、
呈
仁
に
「
子
瀞
目
、
事
君
数
、
斯
辱
失
。
朋
友
数
、
斯
疏
失
」
と

あ
り
、
又
、
季
氏
に
「
益
者
三
友
、
損
者
三
友
。
友
直
、
友
諒
、
友
多
問
、
益
失
。
友
便
降
、
友
善
柔
、
友
便
僚
、
損
失
。
」
と
あ
る
。

(
8
)

と
こ
ろ
が
、
「
誇
」
に
関
す
る
説
明
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
「
諌
」
と
「
諌
誇
」
と
が
、
ほ
ぽ
同
義
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
「
諌
誇
篇
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
臣
之
諌
誇
君
何
法
。
」
で
は
な
く
、
「
臣
之
諌
君
何
法
。
」
(
子
諌

父
)
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

(
9
)

但
し
、
「
萄
子
』
子
道
篇
と
『
孝
経
』
諌
誇
章
と
は
、
ほ
ぽ
同
様
の
文
章
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
有
子
』
と
『
孝
経
』
と
の
継
承
関
係

は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
『
有
子
』
子
道
篇
の
文
章
と
『
孝
経
』
諌
静
章
の
文
章
と
の
継
承
関
係
に
関
し
て
、
池
沢
優
氏
は
、
「
『
孝

経
』
の
思
想
l
l

「
孝
」
の
宗
教
学
・
そ
の
六
|
l
」
(
『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
十
二
筑
波
大
学
地
域
研
究
科
一
九
九
四
年
後
に

「、
E
O
B口。
g
吋
ぎ
色
白
}
目
白
日
芝
山
口
〉
日
常
尽

(UEE--EOO目
指
片
山
一

0
2広
告
B
m
a
え
〉

R
g件
。
吋
君
。
吋
印
皮
切
円
ロ
任
命
N
F
S
E

m
g
H
V耳
目
。
巳
」
(
博
士
論
文
、
H，y
o
d
巳
4
2田町

q
c同
切
ユ
片
山
印
げ
の
o-ロ
B
E凶
昌
宏
)
)
に
於
い
て
、
『
孝
経
』
諌
誇
章
の
「
争
臣
」
の
数

が
奇
数
に
改
良
(
詰
片
山
口
ゆ
)
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
孝
経
』
が
『
有
子
』
の
思
想
を
引
き
継
い
で

(
E
W巾
0
4
巾
円
〉
い
る
可
能
性
が

高
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
、
諌
誇
章
が
子
道
篇
よ
り
も
後
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
必
ず
し
も
証
明
(
任
。
当
)
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
す
る
。

(
叩
)
地
の
文
で
、
他
の
文
献
の
文
章
を
踏
ま
え
て
い
る
例
と
し
て
、
次
の
文
章
が
上
げ
ら
れ
る
。

『
白
虎
通
義
』
諌
誇
篇
の
線
論
「
墨
忠
納
誠
也
。
」
や
、
五
諌
「
事
君
進
思
議
忠
、
退
思
補
過
。
」
は
、
円
孝
経
』
事
君
章
の
「
進
思
蚤

忠
、
退
恩
補
過
。
」
の
文
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
隠
惑
「
無
適
無
莫
、
義
之
奥
比
。
」
は
、
『
論
一
語
』
畏
仁
の
「
無
適



74 

也
、
無
莫
也
、
義
之
奥
比
。
」
の
文
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
『
白
虎
通
義
』
は
、
緯
室
田
を
引
用
す
る
。
又
、
地
の
文
で
は
、
「
管
子
』
等
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
従
つ

て
、
直
ち
に
儒
家
の
中
だ
け
で
完
結
し
て
い
る
と
い
う
の
は
や
や
性
急
な
結
論
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
経
」
に
対
す
る
「
緯
」

で
あ
る
こ
と
、
法
家
系
の
中
で
も
最
も
儒
家
に
近
い
と
さ
れ
る
『
管
子
』
で
あ
る
こ
と
、
を
考
慮
す
れ
ば
、
概
ね
儒
家
の
中
で
完
結
し

て
い
る
と
言
え
る
。

(
ロ
)
微
子
は
、
三

E
、
王
者
不
臣
、
考
鮪
に
、
箕
子
と
比
千
と
は
、
封
公
侯
に
出
て
く
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
「
諌
誇
」
に
ま
つ
わ
る

話
で
は
な
い
。

(
臼
)
一
例
と
し
て
、
小
倉
芳
彦
氏
(
前
掲
・
注
1
)
は
、
漢
代
(
前
漢
)
以
後
の
制
度
化
さ
れ
た
「
諌
誇
」
に
就
い
て
、
『
春
秋
公
羊
伝
』

何
休
注
に
見
え
る
「
諌
誇
」
を
例
に
と
り
、
「
〈
異
常
〉
性
を
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、
〈
正
常
な
〉
商
品
見
本
と
し
て
陳
列
さ
れ
る
対
象
に
な

り
終
わ
っ
た
」
と
す
る
。
「
〈
異
常
〉
性
を
そ
ぎ
落
と
す
」
と
い
う
選
別
意
識
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
陳
列
」
と
い
う
無
味
乾
燥
な
語
を

使
用
し
て
い
る
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)
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On the Bai-hu-tong-yi (Bmjj~) jian-zheng (~~) Chapter 

- A Study on the remonstration in the Han Dynasty -

Masana MAEGA W A 

The feature on the Bai-hu-tong-yi jian-zheng Chapter occers 

three respect . 

1. On the Bai-hu-tong-yi jian-zheng Chapter classifies the 

remonstration by the several instances. This classification is profoun· 

der than books in the period of Pre-Qin (7t~), the Analects (ll1fa~), 

the Mencius (:~-=f), the Xunzi CiG-=f) and the Book of filiality (~ 

~). Though, the remonstration in which the wife remonstrates with 

the husband increses, this remonstration is not buried books in the 

period of Pre-Qin. 

2. The Xunzi defines the remonstration. However, on the Bai

hu-tong-yi jian-zheng Chapter, adopts Wu xing CliJr), gives a defi

nition of the remonstration. This point differs with the Xunzi. In 

addition, on the Bai-hu-tong-yi jian-zheng Chapter is the only book 

that connects the remonstration with Wu xing. 

3. On the Bai-hu-tong-yi jian-zheng Chapter quotes numerous 

sentences from the other books. However, all those quotations are 

the phrases of the Confusian school (fi*) , and exclude the phrases 

of the other schools. But the parts of the Confusian school's phrases 

have disappeared. 

By those three features, we can recognize the existence of 

production's view. 




